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AIとMLの分野で68％、サイバ
ーセキュリティの分野で65％、
FinOpsとコスト最適化の分
野で61％の人材が特に不足
しています。

��%の組織が、AIによって
技術的な業務が再構築さ
れ、既存の労働力のアップ
スキリングが必要になって
います。

新入社員の5人に1人が6ヶ月
以内に離職していることから、
企業は採用・育成に多額のサ
ンクコストがかかっています。

オープンソースの文化は、
人材確保に非常に効果的で
あり、競争が激化する市場で
技術的な優位性とキャリア
の差別化の両方に寄与する
と��%の人が考えています。

採用を決定する際、��%の組織が実
践的な仕事のポートフォリオを重視
しており、オープンソースへの貢献
は、技術的能力とコラボレーション 
スキルの両方を証明する透明性の
高い手段と認識されています。

��％の組織において、人材確
保とサンク コストの軽減には
技術トレーニングが効果的
であると認識しています。

チームの潜在的な能力を期
待し、外部からの採用に比べ、
既存の人材のアップスキリン
グの方が3.2倍多く投資され
ています。

組織の��%は、AIがコア
な業務に大きな効果をも
たらすと予想しており、熟
練した人材の需要が高ま
っています。

人材の価値を維持するた
め、��%の人が技術的な
成長機会を効果的な戦
略と考えています。

��%の組織が、新しい人材採
用において認定資格を重要視
しており、専門的な能力を証
明する役割を果たしているこ
とが分かります。

採用・育成のサイクルは、
既存人材のアップスキリン
グよりも62％長く時間がか
かり、イノベーションと市場
対応の遅れにつながってい
ます。

2.7倍の組織がAIによって
労働力を削減するよりも、
むしろ労働力を拡大しよう
と考えています。これにより
正味の雇用効果は21%増
となり、人材不足が激化し
ています。
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